
 

光葉ワーキングクラブメールマガジン     
  

 

＜2019年８月号＞                                         149号 2019.08.01配信  
長かった梅雨が明け、暦の上では８日が立秋ですが、本格的な暑い夏が始まりました。 

夏季休暇を取ったり、地域の行事に参加したり、皆様いろいろ予定があるかと思います。 

熱中症にならないよう、気をつけながらお過ごしください。 

 

■同窓会だより 

♦ 光葉同窓会奨学金授与式  ７月 12 日（金） 

  北海道・四国・九州・沖縄出身の学生 9 名に、光葉緑奨学金を授与いたしました。 

♦ 夏季休暇   8 月 6 日（火）～19 日（月） 

 

♦ 2019 年度 「ワーキングネットワーク秋祭り」のお知らせ 

日時：9 月 28 日（土） 13：30～15：30 

会場：昭和女子大学 10 号館 5 階 同窓会室（仮称） 

第一部 講演会 

演題：「楽しく生きる心理学」 

講師：古川 真人 先生（昭和女子大学 名誉教授） 

第二部 情報交換会・懇親会   参加費：1,000 円 

みなさまのご参加をお待ちしております。添付申込書でお申し込みください。 

 

 

■学園だより 

♦ 学園夏季一斉休業     8 月 8 日（木）～8 月 15 日（木） 

♦ 第４回オープンキャンパス 8 月 17 日（土）・18 日（日） 10:00～15:00 

♦ 教員免許状更新講習    8 月 20 日（火）・21 日（水） 

 

♦ キャリア支援センターから 「2019年度秋期 社会人メンター募集のお知らせ」 

社会人メンターネットワークでは、学生に、将来就きたい職業や希望するライフスタイル

を送っている社会人との対話を通して自身の未来を具体的に考える機会を提供しています。

皆様、是非後輩のためにご検討ください。＜現職者歓迎＞ 

 

募集期間：9月2日（月）～ 9月19日（木） 

応募要件：原則3年以上の社会人経験のある女性 ※詳細は募集要項をご参照ください 

応募方法：社会人メンターネットワークのホームページ（https://mentor.swu.ac.jp/）  

にて、募集要項と応募の詳細をご案内いたします。     

選考方法：書類審査のうえ、面談させていただきます。 

 



■ 広げよう光の葉 
 

高野晴海（旧姓 河和）さん     1985年 大学院 日本文学専攻修了 

 
 大学院を修了してから、昭和女子大学附属の中高部の国語科教員を 6年間勤めました。その

後、子育てをしながら、ボランティアで外国人の方々に日本語を教えてきました。今でも、そ

のボランティアは続けていますが、7年ほど前からは公立の小学校、中学校で外国籍の子ども

達に日本語指導をしています。 

 きっかけは市内の中学校に国語科の非常勤登録をしたことでした。その時、中学校から日本

語が全くできないブラジルの中学 1年生の男の子の日本語指導をしてほしいと頼まれました。

日本人の子ども達に国語や古典の授業をしたことはあっても、外国人の子どもに日本語の指導

をしたことはありませんでした。何から教えてよいのか迷いました。当時、教材もあまりなか

ったので、手探りでひらがなやカタカナ、そして簡単な会話などを教え始めました。彼が同時

に中学校の授業についていくのは大変でした。漢字も学習しなければならず、日本語を第二外

国語として学習する大変さを彼を見て知り、自身でも教える大変さを味わいました。 

 わたしはブラジルで話されるポルトガル語が分からず、男の子は英語ができませんでした。

二人の共通語はやさしい日本語とジェスチャーと絵を描くことでした。３年間教えた彼は高校

に進学し、昨年卒業しました。その報告を受けた時はとても嬉しかったです。その時から外国

籍の児童生徒の日本語指導をしてみたいと思うようになり、今年度は２校の中学校、４校の小

学校で日本語指導をしています。 

 しかし振り返ってみれば、初めて外国籍の生徒を指導したのは中高部の教員をしていた時で

した。交換留学で来ていたアメリカの高校生の女の子に、図書室で１対１で書道を教えていま

した。その子との共通語はやさしい日本語とわたしの拙い英語でした。 

 中高部には毎週金曜日に「イングリッシュ・デー」というのがあり、その日は教員も英語を

話すことになっていました。国語科教員のわたしは授業の最初と最後だけ英語の挨拶をしまし

たが、あとは日本語で授業をしていました。その時、英語を頑張っている生徒達を見て、わた

しも勉強しなければと英語を習い始め、今でもそれは細々と続けています。英語に限らず、何

か他の国の言葉を学ぶと、日本語を外国語としてみる目を持つことができるようになると思い

ました。これは今、わたしが日本語指導をする上でとても役に立っています。 

 日本で知り合った異国の友人達や教えていた生徒達が母国に帰ってしまっても、最近は

Facebookで近況を伝えあえるようになりました。中高部で書道を教えていたそのアメリカ人の

留学生とも３年ほど前に Facebookで繋がりました。彼女は、日本語は少し忘れてしまったよう

ですが、結婚して男の子も二人いて、アメリカの放送局で働いていました。高校時代の頃の彼

女の写真と、大人になった、でも当時とあまり変わらない笑顔の彼女の写真を見て、懐かし

く、また嬉しかったです。 

 最近、日本で仕事をする外国人が更に増えて、その子ども達も増えてきました。日本語指導

として子ども達に日本語と共に日本文化も教えるようになり、改めて日本のよさを再確認して

います。これからも子ども達に教えながら、同時に自らも学びながら日本語を、日本文化を教

えていきたいと思っています。そして外国籍の子ども達を受け入れる多文化が共生できる社会

の実現を小さな一歩からでも目指していきたいと思っています。【End】 



2019 年度 「ワーキングネットワーク秋祭り」のお知らせ 
      

日 時： 9 月 28 日（土） 13：30～15：30 

会 場： 昭和女子大学 10 号館 5 階 同窓会室（仮称） 

 

＜第一部＞ 講演会 13：30～14：30

演 題：「楽しく生きる心理学」 

講 師：古川 真人 先生（昭和女子大学 名誉教授） 

 

＜第二部＞ 情報交換会・懇親会 14：30～15：30  参加費：1,000 円 

 

参加ご希望の方は FAX または、メールでお申し込みください。 

FAX ：03-3411-4066        E-mail：working@swu.ac.jp 

申込み締切り：9 月 24 日（火） 

＊1 部の講演会のみの参加も受け付けております。お子様連れでも大丈夫です。 

（保育の用意はございませんが、一緒に参加できます） 

 

                                                                            

 

2019 年度 「ワーキングネットワーク秋祭り」申込書 

 

FAX ：03-3411-4066      E-mail：working@swu.ac.jp 

 

  参  加    第一部   第二部   （参加希望を〇で囲んでください。） 

 

氏
し

  名
めい

                     

 
卒  業    西暦        年卒             学科卒 

 

自宅住所    〒          

 

                                    

 

電話番号                 （FAX）             

 

E-mail                           

 

 

 （ご要望等をお書きください） 

 

mailto:working@swu.ac.jp
mailto:working@swu.ac.jp

